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一 研究主 題

児童 自らが成長 を実感 できる音楽活動の工 夫

一個と集団のかかわりを通して 一

1研 究 の 概 要

1主 題設 定の理由

児童が,音 楽 を愛す る ことによ って育 くまれた豊 かな情操 を もとに,自 分の生涯 を心豊か

に生 きて い くことを私 たちは,心 か ら願 って いる。 そのために,児 童が深 く音楽 とかかわ り,

音楽 の楽 しさや 自 ら考 え工夫す る喜 びを味わいなが ら成長 を実感す ることがで き るよ うに し

たい,こ の願 いが研究 の始 ま りで ある。

豊か な人生 を送 るには,一 人一人 の児童が確実 に基礎 ・基本 を身 に付 ける中で 自分 のよ さ

や持 ち味 などを十分知 り,そ れを生か して生活 で きるようにす ることが大切で あ る。 よさや

持 ち味 は,日 々の学習 において 自分 な りの感 じ方 や考 え方 を生か した活動 を繰 り返 す中で育

まれ る。 そのためには 日々の学習 が,児 童 自身が感 じた り考 えた りした ことを もとに展開 さ

れ,学 習 内容 が 自分 の もの とな った ことを実感で きるような展開 でなければな らない。 この

実感 した ものが基礎 ・基本 と して確実 に身 に付 き 「生 きる力」 とな るので あ る。

すべての児童 は,多 くの可能性 を もち,今 よ りもよ くな りたい と思 ってい る存在 であ る。

児童 の感 じた ことや考 えを大切 に し,基 礎 ・基本 の定着 を図 る学習 を推進す るには,こ の児

童観 に立っ ことが何 よ りも大切 である。 そ して よ くな りたい とい う願 いを実現 させ,可 能性

の広 が りを実感 で きるよ うにす ることが教師 の役割 であ る。

各学校 では,「 生 きる力」の育成 を 目指 して,児 童一人一人が確実 に基 礎 ・基本 を身 に付

け るための指導 の改善 が進 め られている。音楽科 にお ける 「生 きる力」 の育成 をね らい と し

た授業 は,児 童 と音楽 とのかかわ りを深 あ,楽 しい音 楽活動 を活発 に行 うよ うな学 習指導 で

あ る。私 たち は,一 人一人 の児童 が音楽 と深 くかかわ り,音 楽 を感 じること表現 す ることが

楽 しく快 い ものであ ることを味わ い全 ての個が充実で きるように したい と考 えた。

音楽 の学 習にお いて個 が充実 す るには,児 童が音楽の本質 に触 れ音楽 とかかわ りをふか め

なが ら基礎 ・基本を確実 に身 に付 けること,そ して友達 と一緒 に演奏 した一体感 や他 に認 め

られた喜 びを得 ることが大 切であ る。 これ らの活動を通 して,児 童 は自 らの学習を振 り返 り,

学 習の意 味を考え る中で,音 楽学 習におけ る充実感 を味わ うことがで きるのである。そ して,

他 とともに学 び,新 たな発 見の喜 びを得 た成長 した 自分を実感 す るのであ る。

これ らの考 えか ら,本 研究 の 目指 す児童 の姿 と研 究主題を次 のよ うに と らえ研究 に取 り組

んだ。

(1)自 ら課 題を もち,主 体 的に音楽活動 に取 り組む児童

② 人 とのかかわ りを通 して,音 楽 を楽 しむ児童

(3}自 らの学 習を振 り返 り,次 の学習 に生 かす ことがで きる児童
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研究主題

「児童 自 らが成長 を実感 で きる音楽活動 の工夫」

一個 と集団 のかかわ りを通 して 一

さ らに,次 の授業改善の視点を設 け,こ の点か ら研究 のね らいを追求 した。

○ 新 しい音楽 活動 を通 して,一 人一人 が 自分 の思 いや願 いを もちそれを実現 で きる学習活

動 を進 あ る。

○ 音楽 を通 して人 とかかわ ることの喜 びを味 わえるよ うにす る。

2研 究 のね らい

児童 が学 習の充実感 を得 るため には,自 ら課題 を もっ→創意工夫 をす る→解決す るとい う

児童 の思 いや願 いに基 づ いた活動 が展開 されなければ な らない。 この学習過 程の一つ一つ の

活動 をいかに児童 自身の もの に してい くかが指導 の在 り方 として教師 に求め られて い る。

(1)課 題 の もたせ方の工夫

児童 が 自分 の思 いや願 いを実現 す るためには,ま ず思 いや願 いを課題 と して もっ ことが大

切 であ る。児 童が課題 を もっ ということは,教 師が提示 した課題 に対 し,一 人一人が 「これ

が で きるよ うに な りた い」 「こんな ことを してみたい」 「私 な らこ うす る」 など,自 分が取 り

組 む対象 や 目標を明確 にもつ ことであ る。

児童 が 自ら課題 を もっため に,教 師 は どのよ うに題材 を構 成 し,教 材 や資料 を提示 し,具

体的 に働 きか けることが効 果があ るのか その視点を明 らか に し,具 体化 す る。

② 学習形態 の工夫

児童 が 自 ら設定 した課題 を解決 し,充 実感 を味わ うたあには,音 楽 とのかかわ り,人 との

かか わ りが必要 であ る。学 習の流 れに応 じて,一 斉学習や個別学 習,ペ ア学 習や グループ学

習 な どの学習形態 を適切 に組 み合 わせ,一 人一人が充実感 を もっよ うにす ることで ある。

児童 が,課 題解決 を実感 で きるようにす るには,学 習形態を どの よ うな視点 か ら工夫す る

こ とが必要 かを明 らかにす る。

(3)評 価 の工夫

児童 が課題 を解決 し充実感 を味わ うには,課 題 に取 り組む一 人一人の学 習の過程 をどのよ

うに価値 あ る経験 にす るかが重要 である。

一人一人 の課題解決 の過程 を価値 ある ものにす るため に
,児 童 の学 習状況 の把握 や支援 の

視点 を明 らかにす る。

3研 究の方法

(1>基 礎研究

・先行研究,文 献研究,実 践授業,年 間指導計画の分 析

(2>授 業分析研究

・研究授業 を行 い,研 究 の3っ のね らいにつ いてその効果的 な方法 を探 る。

・VTRに よ る授業記録 や児童 の作品を分析 し,効 果 的な教 師の働 きかけ方 を探 る。
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4研 究の構想図

学習指導要領改訂のねらい 音楽科の改善の基本方針

音楽科の目標

表現及び鑑賞の活動を過 して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を

育てるとともに,音 楽活動の基礎的な能力を培い、豊かな情操を養う。

目指す児童像

(11自 ら課題をもち,主 体的に音楽活動に取 り組む児童

② 人とのかかわ りを通 じて,音 楽を楽 しむ児童

(3)自 らの学習を振り返り,次 の学習に生かすことができる児童

児童自らが成長を実感できる音楽活動の工夫

研究の内容

研究仮説

次の3点 から学習指導の改善に取 り組むことにより,児 童は音楽活動にお

いて自ら成長を実感できるようになるだろう。

・課題を意識化するための手だて

・学習形態の組み合わせの工夫

・評価の方法の工夫

1

児童が実感をもって課題を実現できるために

課題のもたせ方の工夫 学習形態の工夫i 評価の工夫

一人一人が 自ら課題をも

つように働きかける。

学習過程において,一 斉,個

別,ペ ァ,グ ループなどの学

習形態を適宜組み合わせる。

課題を解決 していく状況

を自ら振 リ返る機会をつ

くる。

i 」
1

研究の方法 一一 一　 一}『 一 一㎜ 一 『 「

(1)基 礎研究
・先行研究,文 献研究,実 践授業,年 間指導計画の分析

② 授業分析研究
・研究授業を行い,研 究の3つ のねらいについてその効果的な方法を探る。
・VTRに よる授業記録や児童の作品を分析 し,効 果的な教師の働 きか

けを探る。

研究の成果と今後の課題
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5児 童 自 らが成長を実感で きる音楽活動

(1)児 童 自 らが成長 を実感 す るとは

今 までで きなか った ことがで きるよ うになった,自 分 で工夫 した ことが認 め られ た等,児

童 が 「楽 しい」「で きた」「認 め られた」 と感 じられ るとは,ど ん なことであ ろ うか。 た とえ

ば,「3年 生で はで きなか った演奏が4年 生 にな ってで きるよ うにな った」「自分 のたてた課

題 の解決 に向けて工夫 を重 ねた らうま くい った」「今 まで感 じた ことの なかっ た美 しい響 き

を感 じることがで きた」 な ど,以 前 の 自分 と今 の自分 を比べ た時,新 たな自分 に気付 くこと

で あ る。 この時,児 童 は,分 か る,で きる,感 じる ことなどは嬉 しく,晴 々 しく,自 信 にな

るとい う気 持 ちを味わ う。児童の この状態を児童 自らが成長 を実感 してい るとと らえた。

(2)児 童 自 ら成長 を実感で きるよ うにす るために

ア 個 に応 じ,個 を生かす

学習指導要領 の改訂 の方針 に 「ゆ とりある教育活動 を展開す る中で,基 礎 ・基本 の確実

な定着 を図 り,個 性 を生 かす教育 を充実 す ること」が ある。

児童 は,一 人一人学習速度,習 熟度,学 習 ス タイル,興 味 ・関心,生 活経 験 な どが様 々

に異 な ってい る。 みんな異 な っていい し,異 な って い ることが児童の学習や発達 に とって

有利 に働 くよ うにすべ きで ある。

児童 の個 を生かす には,学 習速 度や習熟度な ど個人 の差 に応 じた指導,個 人 の興味 ・関

心 や持 ち味を生かす指導が不可欠であ る。 そのために は,一 人一人 のあ るがままの姿を見

っめ,的 確 にその実態 を把握す る ことが大切であ る。 その上 で,全 ての児童 が 自 ら課題 を

設 定 した り,そ れ を解決 した りす る ことがで きる題 材の 目標 の設 定や教材選択,活 動 の設

定 をす る必 要が ある。

そ して人 とかか わ り音楽 とかか わる中 で一人一人 が 自分の持 ち味を生 か して,音 楽 の美

しさを感 じ取 った り,そ れを表現 した りす ることがで きるよ うにす る ことで あ る。

個 を生かす指導 とは,個 別 や集団 によ る学習 の中で,個 の持 ち味が十分 に発揮 で きる場

をつ くることであ る。

イ 児童 の側 に立 った授業 づ くり

どの児童 も無 限の可能性 を もち,よ

りよ く変 わ りた いと思 ってい る。児童

の側 に立 つ とは,教 師が この よ うな児

童 観を もち指導 をす る ことで ある。 そ

の ためには目の前 の児童 の もつ思 いや

願 い,身 に付 けて いる基礎 ・基本を十

分 に理解 し,発 達段階 に応 じた指導を

創 り出す ことで あ る。

授業づ くりの基本を,児 童 の側に立 っ

た計画,実 施,評 価をす ることとした。

ゑ 　 に

・》 薗 毒 .
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(3)一 人一人異 な る児童 が課題 を もち解決 に取 り組む イメー ジ図

一人一人が

課題をもつ 課題に取り組むi-一 一 〉 課題が解決する

〉

と

は

異

な
る

ど
ん
な
課
題
を
も

課
題
を
も
た
せ
る

目
標
の
設
定

児
童
の
実
態
把
握

題
材
を
計
画
す
る

教師の支援

・一人一人の学習の状況を把握 し,個

に応 じた支援をする

・児童一人一人が課題を実現できるよ

う,学 習形態を工夫する

一>o

〉[ヨ

◎
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応
用
の
意
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を
も

つ

次
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2課 題 のもたせ方

音 楽科 において児童 が課題 を もつ とは,音 楽 を自分 な りに受 け止 め,自 ら 「こうしてみたい」

「私 な らこ うす る」 とい う音楽活動へ の明確 な願 いを もっ ことであ る。

(1)児 童 に とっての課題 とは

題材 の 目標 を一人 一人の児童 が実現 で きるよ うにす ることが教師 の役割 であ る。 これを 自

ら学ぶ児童 の立場 か らと らえ ると,題 材の 目標 を 自分 の もの として とらえ るのであ る。 例え

ば,題 材 の 目標 「強弱 の変化を生か して歌 うことがで きるよ うにす る」 がそのまま児童 の 目

標 にな るので はな く,教 師の働 きか けによって児童一人一人 が 「ぼ くは,!段 目を とん びが

だんだん高 く飛 び上が る様子 を強 さを工夫 して歌 う」 「私 は この曲 に強弱 の変化 をっ けたい」

とい った 自 らの取組の課題 として明確 に とらえ ることであ る。

ア 児 童 に とって の課題

(ア)や りたい もの,つ くりたい もの,解 決 したいことが明確 にあ る。

α)児 童 に とって学ぶ必然性 があ る。

(ウ)実 現可能で ある,実 現 の方法が分か って いる。

0⇒ 実現 によ って満足感 が得 られ る。

㈹ 発展性 があ り,次 の課題 へ とっなが る。

イ 課 題 の種類

課題 には,1題 材全体,1学 習 内容,1時 間,1活 動 を対象 と した もの などが あ る。児

童 にどの種類 の課題 を もたせ るかは,発 達段階や学習経験,ま た年間の計画 によ って も異

な る。意図 的計画的 に,自 ら課題 を もち課題が解決す る喜 びを味 わわせ るよ うにす ること

が大切 であ る。

(2)課 題 を もたせ る教 師の役割

ア 題材 の 目標の設定

児童 が 自 ら課題 を もつ には,児 童 に何 を身 に付 けさせ るか を明確 にす るとともに,児 童

が課題 を もち工 夫や努力 をすれば解決可能 な 目標 を設定す る ことが重要 であ る。 そのため

に は,題 材 の計画の段階で,児 童の願 いや学 習経験,身 に付 けてい る学習 内容 な ど児 童の

実態 を的確 に把握す る ことが大切で ある。 また,課 題 の解決 を 自 ら実感 で きるよ うにす る

たあに,目 標を絞 り込み,「 歌詞 の内容 を理解 して歌 い方 を工夫す る ことがで きるよ うに

す る」 の よ うな包括的 な目標 には,教 師 は,ど んな歌 い方 の工夫 がで きるよ うにす ること

を 目指 しているか を,具 体的 に して お くこと も大切 であ る。

イ 学 習活動 の工夫

児 童が課題 を もつ には,教 師 の心 を込 あた演 奏や友達 の模範演奏 を聴 くな ど,学 習を進

め るための必要 な要素 を繰 り返 し聴 いた り演奏 した りす ることによって,音 楽を表現す る

上で その要素が心地 よい もの楽 しい もので あることを実感 で きる場 をっ くることが大切で

あ る。 この場 を題材 や単位時間 の始 ま りに設定す るとと もに,感 じ取 った ことを生か して

自分 は何 を表現 したいのか とい う課題づ くりの時間 をつ くるよ うにす る。 また,学 習経験

によ って児童 が身 に付 けてい る音楽 的な要素 を生か して,自 ら課題 を もつ よ うにす ること

も大切で あ る。
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○教師と一緒に課題を解決するために必要な要素を感}○ 課題をもつ。

じ取 った り課 題を解決す る方法 を学 んだ り,知 識 副 感 じ取 。た こ とを生 か して,

解 や技能 習得のポイ ン トに気付 いた りする。i「 私 は,こ ん な ことを した い」 な

括 具体的な取組を考える。

強弱 を生か して表現す ることや,ふ しを重 ね る ことは,i「 私 は,水 の精がお話 しす るように,

。ん なに も気持 ちが いい ものだ等を実感 す る。iき れ いな澄 んだ音 で か ラ リー を

島 誌 額 はい職 タンギンクの≒ ⇒ 演奏し鯛

(平成11年度都立教育研究所 教科プロジェクト研究参照)

これ らの学習活動 において大切 なことは,児 童 自身が感 じ取 った り,理 解 した りよ うに

す ることで あ る。教師 の感覚や知識を押 しつけるので はな く,児 童が興味をもって感 じ取 っ

た り気付 いた りす るよ うな働 きか けが必要であ る。

ω 学習 に必要 な要素 を取 り上 げ,聴 くよ うにす る。

・教師 のモデル演奏 を聴 く。

・児童 のモデル演奏 を聴 く。

・児童 のモデル演奏 と教師 の演奏 とを比較 して聴 く。

(イ〉 演奏 を聴 いて児童 自身 が感 じた ことを引 き出すよ うに助言をす る。

・学習 に必要 な要素 を感 じ取 り,自 分 はどう感 じたかを ことばや体全体 で表現 す る。

・教師が感想 を言 うときは,で きるだ け児童 の後 か ら話 し,教 師 と してで はな く,一 人の

人間 と して感 じ取っ た ことを伝 えるよ うにす る。

T「 この歌 を聴 いた ら,ど ん な気持 ちにな りま したか」

A雄 「ゆ った り したのどかな気持 ちにな りま した。」

B子 「ふ るさとの景色 が浮かんで きま した」

T「 私 も,自 分 の小 さい頃育 ったふ るさとを思 い出 しま した。」

(ウ)感 じ取 った ことを生 か し,何 を表現 したいか,一 人一入の気持 ちを引 き出す。

T「 あなたたち は,何 をあ らわ したい?」

C子 「私 は,辺 り一面 レンゲの花が とぎれないで咲 いている様子を表 した い。」

T「 一人一人 は どんなふ うに歌 いたい」

D夫 「ぼ くは,『 夢 は今 もめ ぐりて』 を気持 ちがふ くらんだよ うに声 の大 きさを変化 さ

せ て歌 いたい。」

ω 児童が課題 を解決す るための方法に気付 くよ うにす る。

・今 まで に学習 した 「表現 を工夫す るための手 だて」 を思 い出す よ うにす る。

・表現 を工夫す る手順 を思 い出 したり,確 認 した りす る。

※ このほか,課 題 の解決 に必要な知識 や技能習得 のポイ ン トを示す場合 に も,表 現 に生

かす と効果が ある ことを共 に味わ うとい う立場 で児童 に示す よ うにす る。
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(3)授 業分析(第3学 年)

ア 題材 名"め ざせ!音 楽発表会"

0り 小題 材① 「様子 を思 い うかべて歌 お う」

(イ)小 題 材② 「間奏 をつ くろ う(本 時)」

(ウ)小 題 材③ 「音楽 と朗読 で物語 を表現 しよ う」

イ 題材 の 目標

ω 小題 材① 様子や気持 ちを思 い うかべて,歌 い方を工夫 す ることがで きるようにす る。

仔〉 小題 材② 様子 を思 い浮かべて歌っ た り,リ コーダーを吹い た りす ることが で きる。

(ウ)小 題 材③ 様子 に合 う音色 をっ くって表現 す ることがで きるようにす る。

ウ 教材 「か さ じぞ う」

工 全体指 導計画

「様 子を思 い うかべ て歌 お う」

学習内容 学習活動 教師のかかわり

・物語 のあ らす じ ・歌詞 や朗読 か ら物 語 ・範 奏を視聴 して憧 れ を もつ よ うにす る
。

2 を理解す る。 の あ らす じを つ か み

・歌 い方 を工夫 す イ メー ジを広 げ る。

時
る 。 ・登場 人物 の気 持 ちや, ・範唱 や友達 の歌 い方 を聴 き,い ろい ろ

間 場面 の様子 を想像 し な歌 い方 を一緒 に感 じ取 りなが ら,自

て歌 う。 分 な りの歌 い方 を工 夫す るよ うにす る。

「間奏をつ くろ う」 本時3/3

・間奏を リコーダー ・音 色 に気 をつ け て リ ・範奏 や友達 の演奏 を聴 き,い い音 色 を

3
で 吹 く。 コ ー ダ ー を 吹 く 。 十分 に感 じ取 り,ど う した らその音 が

・情景 に合 う音 の ・グ ル ー プ に分 か れ て , で るのか考え るよ うにす る。
時

出 る楽器を選 び, 楽器 を選ぶ。 ・自分 は こうしよ うとい う思 いを もっ よ

間 間奏 に リズ ム伴 ・音 の 出 し方 に気 を 付 にす る。

奏 を っ け る。 けて演奏す る。

「音楽 と朗読で物語を表現 しよう」

・朗読や効 果 音, ・今 まで 学 習 して きた ・二つ の小題材 の学習 で 自分 がで き るよ

伴奏を入れて物 こ とを生 か して,自 うに な った こ と,得 意 に な っ た こ とを

語 を表現す る。 分 の持 ち味 を生 か し 思 い出 し,取 り組 む よ うにす る。

3
た役 割 分 担 を し,表

現す る。
時 ・様 子 を思 い浮 べ な が

間 ら演奏す る。

・聴 いて い る人 に物 語

が伝わ るよ うに演奏

す る。
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オ 本 時の学習 の分析

(ア)本時のね らい ・リコーダーや打 楽器の音色 に気 を付 けて,様 子 に合 う間奏を演奏す る。

学習活動 教師の働きかけ 子 どもの反応 分 析

◎教師 とともにいい音色 を感 じ取 った り、 いい音色の出 し方のポイ ン トに気付 いた りす

る活動

○課題をもっ ●お じいさん の様子 を思 い ・柿子 に腰 をか け て3 ・全身で表現 で

・「か さ じぞ う」
出 して3番 まで歌 うよ う 番 まで歌 う。 きるよ うにた

の歌 を歌 う。 に指示す る。 あには起立 さ

・「気 持 ち を込 め て歌 えた ・児童 は,教 師 の言葉 せ たほ うが よ

ね」 と評価 をす る。 を聞 い て い る。 か っ た 。

・間 奏 を リコー ・教師が情景を思い浮かべ ・ほとん どの児童 が 間 ・タ ンギ ング と

課
ダーで演奏す られ るよ うに前奏 か らピ 奏を気持ちよさそう 音の強さに気

る 。 アノ伴奏 をす る。 に吹 い て い る。 を付 けて吹け

・「きれいな音 で吹 けたね」 て い た。

題
と評価 をす る。

・「この前 の時間,様 子 を

思 い浮かべる音を探 した
を

とき,と て もいい音 を出 ・だれ だろ うと見 まわ

していた人 を見付 けた。 す 。

誰 で し ょ うか 。」 と い っ ・S男 だ。 ど う して な ・S男 の登場 に,

も
て,S男 を紹 介 す る。 の か な。 児童 は大変興

・「先生 よ りいい音 を出 し
味 を示 し,集

ていたか らクラベス大先 中 して話を聴
つ

生 です。」 と紹介 す る。 くことが で き

た 。

・教 師 の ク ラベ ・は じめに教師が響か ない

スを聴 く 音 を出す。

・友達の模範演 ・次 にS男 に音 を出す よ う ・す ご い な
。

奏 を聴 く。 に指示す る。 ・ ど う し て
。

・S男 の ク ラベ ・も う一 度 ど うす れ ば い い ・ も う 一 度 や っ て
。

・S男 のす て き

スの音 の出 し のか説明 しなが ら音を出 ・わ か っ た 。 な音を聴いて

方 を知 る。 して も ら う。 ・持 ち方 に コ ツが あ る 驚きの気持ち

ん だ な。 が,す ぐに挑

・ぼ く もや ってみ た い。 戦の気持ちに

・「今 度 は ,S男 先 生 の よ ・早 くや りた い よ。 変わ り,意 欲
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うに,い い音で演 奏 しま ・S男 に挑 戦 しよ う。 を もっ ことが

す 。」 と い い な が ら,黒 ・もっ と い い音 を 出 し で きた。

板 に右 のよ うに書 いた色 て や ろ う。 ・ こ の 時,一 人

画用紙 を貼 る。 一人 に 自分 の

・グループで友達が いい音
r「 ＼ イ メー ジ と よ

が出せ てい るか,交 代 し

てよ く聴 き合 うよ うに伝

え る。

・S男 の音 の出 し方 を思 い

いく

い

尋 出 音
っ し の
し 方
よ を

い音 を結 びっ

けるよ うな働

き か け は な

か った。

出 して,互 い に ア ドバ イ う
Lン

スをするよ うに指示する。

・今 日す ることが分か った

かどうか挙手で確認する。 ・全員手 を挙 げる。
・グループでの活動場所 と

協力することを指示する。

◎課題の実現に向か って、児童自ら取 り組む活動

○課題 に取 り組 ・グループで課題 に取 り組 ・教 え 合 っ て い る 。

む んでい る状況 を把握 し, 「持 ち方 が違 うと響
課 ・グル ー プ に 分 助言 をす る。 かないよ。教 え てあ

かれ音の出 し ・交代 して全員 がいい音 の げるよ」 ・グ ル ー プ毎 に

題
方に気を付 け 出 し方を試すように指示 活動の方法を

なが ら リズ ム す る。 指示 した。
に

伴奏を演奏す

る 。

取 ・ リ コ ー ダ ー と ・強い打 ち方の児童を選 び,

リズム伴奏 の リコー ダ ー とあ わ せ て も

り モデル演奏 を
,,

り つo

聴 く。 ・リコー ダ ー も負 けず に聴 ・ 「きれ い じゃないよ。」 ・ほ とん どの児

組 こえ る よ う に,強 く吹 い ・ 「けん か して る み た 童が音の強 さ

て と うな が す。 い 。」 に気 をつ けて

む ・リコー ダ ー も リズ ム伴奏 演奏 していた。

もいい音で聴 こえ る音の

大 きさに気づかせ る。

【考 祭】

教 師 と児童が モデルにな っていい音色 とよ くない音色を聴 き比べ る機会 をつ くったので,

一 人一 人の児童 は
,い い音色 のイメージを鮮明 にす る ことがで きた。

課 題を もって音づ くりへ の追究がで きるよ うにす るため には,さ らに様子 に合 う音 をっ く

るとい う個 々の課題 に明確 に結 びっ けることが大切であ る。
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2学 習形 態の工夫

(1)音 楽活動 にお ける学 習形態

音 楽科の学 習で は,児 童が積 極的 に音楽 にかかわ って,音 楽を聴 いて 「楽 しい」 「気持 ち

がいい」な ど,自 分 の感 じた ことや考えた ことを表現 に生かせ るよ うな学習活動 が大切 であ

る。 そ のためには,画 一的 に学 習内容を学 ぶのではな く,児 童 自身が音楽 に興味を もち主体

的 にかか わ り,自 分 の課題 を見っ け,自 ら解決 してい くとい う学習活動がで きるよ うに教師

は学 習 の方法 を工夫す る必要があ る。

学習形態 とは,学 習過程 の中で児童が学 習のね らいを実現す るための動的 な しか け ととら

え た。 よ って児童 の学習状況 によ り柔軟な学 習形態 の選択や組み合わせが必要で ある。

(2>個 の学習 の充実 と学 習形態 の工夫

児童 が 自 ら課題 を もちそれを解決す る学 習 は,個 に応 じ個 を生かす,い わば個人差 に応 じ

個人 の持 ち味を生 かす ものでな くてはな らない。音楽 の学習 は,音 楽 とかかわ りなが ら一人

一人が
,音 楽 の楽 しさを深 く味わ った り,工 夫 した りす るもので ある。 そのためには,個 別

の学習,一 斉 での学習,ペ アや グループでの学 習を,音 楽 とかかわ る,人 とかかわ るの両面

か らとらえ,個 の課題 が解決す るよ う学習形 態を工夫 す ることが大切で あ る。

学習過程 と学習形態 の関連 を次 のよ うにまとめた。

学
習
過
程

学

習

形

態

活

動

例

唖 ∋一@一 一 …
課題が解決する

〈一斉学 習〉

・共 に,音 楽を聴 いた り,演 奏 した

りして感 じ取 る。 考 えた り,気 付 い

た りした ことを情報 交換す る。

※課題 を もつ状況 によ って は,隣 同

士の ペアで話 し合 つ た り,個 別 に調

べ た りす る。

〈個別学 習〉

・調べ た り,技 能 習得 を試 した りす

る

く ペア学習、 グループ学習〉

・情報収集,情 報交換

〈一斉学習〉

・課題 は個別 で も,最

終的 に協 同で一 つ の も

のをっ くる。

・相互評価

く ペア,グ ループ学習〉

・表現形態 と関連

・相互評価,承 認,賞 賛

・課題 の取 り組 み を聴

き合 う(相 互評価)

〈個別学習〉
・課題 に取 り組む

〈一斉学 習〉

・成 果を確 認

・共 に楽 しむ

・相互評価

・いろいろ な形 態 で聴

き合 う

・感動 を共有す る

く ペア,グ ループ学習〉

・表現形態 と関連

・相互評価 、承認、賞賛

一 斉

リ コ ー ダ ー の 音 色

は,き れ い で 気 持

ちが いい な。

ト ゥの 吹 き方 が

いん だな 。

一 斉

小 鳥 が い い 気 持 ち

で 鳴 い て い る よ う

に,吹 い て み た い

な。

トゥの 吹 き方 を

使 う とい い ん だ な。

個 別

まず,ト ゥ の 出 し方 に

チ ャ レ ン ジ。

ペ ア

「ぼ くの 音,ト ゥ に聴 こ

え る?」

一 斉

「小 鳥 が 朝 、 目 を 覚 ま し

た時 の す が す が しい 気 持

ち を吹 き ます 。 聴 い て く

だ さ い」

「気 持 ち よ さ そ うに歌 っ

て い る よ うに 聴 こ え ま し

た。音が きれ いだか らです。」
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〈学習形態 とその特徴〉

学習形態
それぞれの学習形態のよさ

(※必要な配慮点)

活 動 例

(☆ 留 意 点)

ア 音楽的な感動を共有できる。 ・合唱や合奏など大人数で演奏する

一斉学習 ・音 の重 な りの厚 みな どの ダイナ ミッ

クな演奏 を実感 で きる。

・聴衆 が一体 とな って高 ま って くるよ ・音 楽 を じ っ く り と聴 く。

うな感動 的な鑑賞 がで きる。

イ 相互 に高 ま り合 え る。 ・合唱 や合奏,劇 な どを学級 や学年

・個 が全体 とのかかわ りの中で各 々 の で協力 してつ くりあげ る。

よさが発揮で きる。 ・範唱 や範奏 を聴 いた り,互 いの課

・互 いの よ い と こ ろを聴 き合 って ,よ 題 を共 に考 え る。

り豊か な表現 を目指そ うとす るよ う ・音楽 的な要素 を感 じ取 って聴 く。

に な る。

ウ 教師の意図を学級全体に伝えること ・リコー ダー の奏 法 の ポ イ ン トに気

が で き る。 付 く。

・学習 に必要 な要素 を感 じ取 った り, ・課題 を解 決す る手 順を知 る。

課題を解決する方法を学んだり,知

識理解や技能習得のポイントに気付

い た りす る。

・成功 した例 か ら学 び方 を学 ぶ ことが ☆一人一人 の児童を理解 するために,

で きる ピァノな どか ら離れ,で きるだけ

※一斉学 習の際に は,特 に一人一人 の子 児童 のそばに行 く。

ど もの学習状況 をていねいに見て いく。

ペア学 習 ア 児童 が 自分 たちの力 で様 々な ことを ・ペ アで ,リ ズ ム伴 奏 をっ く る。

グル ープ学 試 み た り,っ くった りで き る。

習 ・児童一人一人 の発想 を生 か した学 習

活動 が活発 にで きる。

イ 個 を生 か し,社 会性 を育 て る。

・互 いの気持 ちを前面 に出 して,ぶ っ ・課題 の取組状況 を互 いに聴 き合 い、

か り合 った り協力 し合 った り して, よりよい課題の解決を目指 して意

お互 いを認 め合 い高め合 う。 見 を言 う。

ウ ペア学習で学習内容の定着を図る。 ・リコー ダー の タ ンギ ングの 仕 方 を

※ グル ープが十 分機能す るよ う,グ ルー 確 かめ る。

プ内での役割分担や個々の課題が必要。

※学習内容に合 った人数、発達段階に応

じた活動 を見極 めるよ うにす る。

個別学習 ・自分 の レベ ルや ペ ー ス に合 っ た学 習 が ・自分 の課題 に向か って取 り組 む。

で き る。

・自分 の課題 を追求す る ことがで きる。

・教師 が児童 に一対一 の指導をす る こと

が で き る。
一

(「平成5年9月 新 しい学力観に立つ音楽科の学習指導の創造」文部省 参照)
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(3)授 業分析 第4学 年

ア 題材名 「作曲 あそびを しよ う」

イ 題材のね らい

・リズムや音 を工夫 し,っ くって表現 す る楽 しさを味わ う。

・簡単 な旋律 をっ くることがで きるようにす る。

ウ 本時の学習

(ア)本 時 のね らい

・ 「ドレ ミソラ」 の5音 を使 って,作 曲あそびをす る。

・友達 の演奏 を聴 き,よ い ところを見付 けよ うとす る。

ω 評価規準

・5つ の音か ら自分 の好 きな音 を選 んでふ しをつ くってい る。

*児 童が イメー ジす る言葉 ことば

「3っ の音で歌み たいなのがで きた」「2つ の音 だけどふ しがっ くれた」「終わ る感

じにで きた」

・友達 の作品 のよいと ころを見付 け られ る
。

*児 童が イメージす る言葉

「1っ の歌みた いだ った」 「やさ しい感 じの曲だ った」

(ウ)展 開

○学習内容 ・学習活動 学習形態 ○教師の働きかけ ・児童の反応 分析 ・考察

◎教師とともに音楽を感じ取っ魁り課題の取り組み方を学んだりする活動

OThefiremanを 歌 う。 團 ・ヘ ル メ ッ トを 回 した の で

・楽 しい雰 囲気 で 「TheSreman」 ○拍の流れを意識す るようにヘル メ ッ トを 少 し拍か らずれたが、拍の

を歌 う。 回 す 。 流れや弾むリズムは意識が

・曲 には リズ ムが あ る こ とに ・拍 に の っ て ヘ ル メ ッ トを 隣 の 人 へ 回 しなが で き た 。

気付 く。 ら歌 っ た。

○課題をもつ ○ 児 童 の つ く っ た ふ しを 木 琴 で 弾 く。

・友 達 の っ くった1っ の 音や2 ・友 達の つ く ったふ しを聴 きな が ら、ふ しのつ く ・友だちや教師の例に興味

つの音 でつ くったふ しを聴 く。 り方を思 い出す。 を も っ て 聴 く こ と が で き

・教 師 の っ くった5つ の 音 のふ ○ 教 師 が モ デ ル 演 奏 を し、 「い く つ の 音 を た 。

しを聴 く。 使 い ま した か。」 と質 問 す る。

・児 童Ar5個1

・最後にラの音をつかった終わ ○ラの音で終わ るふ しを木琴で弾 く。 ・ラで終わる感 じを全員が

る感 じのふ しを感 じ取 る。 ・何人かの児童が、ラで終わると終わった感 じに 感 じ取 る た め に は 、 聴 くだ

な ることを感 じった。 け で は な く 、 い っ しょ に 歌

・自分 は
、 ど の音 をっ か っ て っ た り した 方 が よか っ た。

ふ しを っ く 否か を考 え る。 ○ 自分 の作品 をつ くるとい う意識 がも†(る
「

よ う に,「作 曲 家 に な っ て 自 分 の 曲 を っkっ

・ほとん どの児童が前時ま

での学習経験を生か してど

て み て く だ さ い。」 と話 す 。 の 音 をっ か っ て ふ しを つ く

る か考 え て い た.

〉-14一 ・全 員 が 課題 を も っ て い る



かを確認 し、まだもてない

児童には今まで したことを

思い出させた り、例を示 し

た りする必要がある。

コ

◎児童が自ら課題に取り組む活動

○ 課 題 に 取 り組 む

5つ の音か ら好 きな音 を選 んで 、

4/4の2小 節 のふ しをっ くる。

・ふ しづ く り をす る。

・つ くっ た 子 ど もは 、聴 き合

ケ木 琴 の 場 所 に行 っ て 、

友 達 とふ しを聴 き合 う。

・ペ アで聴き合 う学習が終わ

るとまた次のふ しを個別につ

くる。

○学習が進まない児童 に1

例を示 した り模倣 した り

できるように した。

○ふ しがっくれた児童は、

ペア学習の広場でペアを組み

聴き合 うようにした。

0

I

v

個別学習

0

00

0010

000

○できあがった児童にはペア学習の広}

って聴 き合 うよ うに指示をする。

学習

◎課題が実現 した ことを実感する活動

○ 発 表す る

・聴 かせ て あ げ た い 、つ く っ

た ふ しを 、 み ん な の 前 で演 奏

す る。

圏
○聴 かせたい 自分のふ しをみ んなの前で発

表す るよ ううながす。

・児童A「 踊 りの音楽みたいだな」

・児童B「 音が高い方 と低い方を行ったり来

た りして や まび こ の よ うだ っ た 」i
↓

・何 人 か の児 童 が木 琴 を弾

き に行 く こ とで 、 自分 の ふ

し が で き た こ と を 実 感 し

た 。(自 己評 価)

・聴 い た児 童 は 「曲 み た い

だ な1「2っ の 音 を 一 緒 に

鳴 ら してす ごい な 」 な ど と

よ い と こ ろ を認 め 合 っ た。

(相互 評 価)

・作 品 が で き た児 童 に は 、

個 に応 じた 課題 を 与 え る と

よか っ た 。

・友 だ ち の よ い と ころ を見

付 け る こ とが で き た 。

・ ド レ ミ ソ ラ と言 う 音 の

提 示 を した の で 、 「ラ 」 で

終 わ る よ う な 感 じ の 曲 に

す る の が 難 しか っ た 。

〈考 察〉

一斉学習
,個 別学習 と,ペ ア学習 の組合せ によ って,一 人一 人の課 題の取 り組 み状況 を教

師 も児童 自身 に も把握 で きたので,一 層個 に応 じ個 を生かす適切な指導の機会が見いだせた。

「ドレミソラ 」の 音 を 使 って 、作 曲 しま しょう。

〔児童の作品〕

㍗ ～/`!メモ フ ー/vこ ＼ノ ＼ ＼/L＼

ターヲ斤イ9一編 ティチ向9巧3汐 ス

トご トご、、 ミ1ぐ 、こ＼/ラ{て

そ1棉 テへ循 偏 クタノ朔 ノρ
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⑤ その他の事例の学習形態の流れ

題材名 「合わせ てみよ う。」(第3学 年)

}一

題材の目標

それぞれの楽器 で演奏す る音や リ

ズム,メ ロデ ィーの重 な りの楽

しさを感 じとれるよ うにす る。

(教材名 「パ フ」)

本時の目標

1

いろいな楽器の音色や演奏方法を

知 り他の楽器と合わせて演奏する。

i

1学習形態の工夫

済 ⑲ ⑧

児童の活動 ・思い

⑤
Σ
⑭

⑱

⑤撫
個

グループ活動

○ 教 師 の説 明 や

演示 を聞 く
・木琴でいい音を

出してみたいな。
・違 う楽器と合 わ

せるとどんな感

じになるのかな。

課

題

と

出

会

う

○ それぞれの楽

器の個人練習 を

す る。

○ 友達同士で教

え合 う。

○ グル ー プで合

わせ る練 習 をす

る。

課

題

に

取

り

組

む

4

@⑱

⑱

● ●

0 それ ぞれ の グ

ルー プ の発 表

や グル ー プ の

合同演奏をする。
・みん なの息が ピッ

タ リ合 って じ ょ

うず だ な。

・ リコ ー ダ ー だ け

の 時 よ り か っ こ

いい曲にな ったな。

課

題

が

解

決

す

る

』

題材名
「「三 び きの こぶた』 の気持 ちを

音で表そ う。」(第1学 年)

題材の目標

　

・歌詞 の内容 を思 い浮 かべ て表現

す る楽 しさを味 わ う。
。こぶ たやおおか みの気持 ちを表

す音 を工夫 して表現す る。

・友達 と一緒 に 「三びきのこぶた」

をっ くり上 げる喜 びを味 わ う。

本時の目標

・様子 を思 い浮 かべ て表現 す る。
・自分 たちの 「三 びきの こぶた」

を楽 しく表現す る。
一

学習形態の工夫

o● ●

一斉 ⑧ ⑮

児童の活動 ・思い

⑤ ⑧ ⑱

0「 三 び き の こ

ぶ た 」 を み ん

な で 歌 う。

。ど ん な こ ぶ た に

な ろ うか な。

・こわ そ うな 音 を

出 した い な。

課

題

と

出

会

う

グループ活動
r-一, r-. ,一一一, r-一,

○ 担当になった

役割の動 きつ 課

くり音 さが し 題
・お お か み は ど ん

に
な 動 き に し た ら

い い か な。
取

・何の楽器で音を り

つ くろ うか な 組

む

一
r 「

○ グル ー プで発

表 し合 う。
課

斉

発

季
a
G

警
一 参

孕

・み ん な で 協 力 し

て 発 表 を 成 功 さ

せ よ う。

題

が

る ・歌 の と こ ろ は 全 実
一G

O
員で歌 って劇を

盛 り上げよう。
現

・で き て よ か っ た 。 す
一 し一 」 ・ 楽 しか っ た

。
る
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3評 価 の工夫(児 童が 自 らの成長 を実感で きる評価の ために)

児童 は学習 の中で 自 らの課題 を もち,そ れを試行錯誤 しなが ら解決 して い く。 その中で立

ち止 ま って考 え,ま た新 しいア イデアを試 し,時 には友達 の意見や協力 を得 なが ら解決 を 目

指 して い く。 その ことを適切 に評価 す ることは,児 童一人一人が主体的 に意欲 を もって音 楽

に取 り組 み,課 題解決 を実感 す る上 か らも大切で あ る。 そのために以下 の3点 に焦点 をあて

て評価 に取 り組んだ。

(1)児 童 が振 り返 る場 の設定

児童 は自 らの学習 を絶 えず振 り返 りなが ら学習 を進 めてい る。児童 が課題 を もち,主 体的

に学 習を進 め るために,教 師 は学習過程 の様 々な場面 で児童 に意図的 に振 り返 りを意識付 け

る ことが大切で あ る。 そ こで,年 間 あるいは学 期,題 材の段 階 に分 けて振 り返 りの場 を工夫

した。

ア 年 間 を通 した振 り返 り 「児童 の年 間学習計画」(資 料1)

児童 が学習経験 を次 の学習 に積極 的 に生 か し,基 礎 ・基本 を確実 に身 に付 け るには,学

期 の始 めや終 わ り年 度の終 わ りな どに 自 らを振 り返 え る場 を設 け ることが大切 で ある。

そ こで,先 行研究 を生か し,児 童 の年 間学習計画 を作成 した。 今,自 分 はどん な ことが

で きるか,ど ん な ことが得意か などを振 り返 った り,こ れか らどんな学 習をす るか見通 し

を立 てた り して,身 に付 いた力 を これか らの学習 に積極 的 に生か した りで きるよ うにな る

ことを意 図 して作成 した。

げ)作 成 の ポイ ン ト

・学習指導要領 の目標 や内容 を もとに,児 童 の実態 に応 じて内容 を児童 に分 か りやすい言

葉 で作成す る。

・ 「で きた」 「で きない」 とい う表現で はな く,自 分に とって満 足 で あ るか ど うか を記 す

よ うに した。

1イ)活 用 の仕方

・学年 や学期 の始 め に,学 習経験 や満足 で きるよ うにな った ことを確認 す る。

・確認 に際 して は,必 要 に応 じて項 目を選 ぶよ うにす る。

・題材 の計 画時 に,教 師が一人一人の児童の実態把 握をす るときの資料 とす る。

・一斉学 習に よ って記入 した り,個 別 に児童 と教 師が話 し合 って記入 した りす る こともで

きる。

イ 題 材全体,単 位時間 の中 での振 り返 り

各 題材の 目標 は,児 童が 自 らの学習状況 を知 り,課 題が解決 した ことを自 ら実感 す るこ

とによ って実現す る。課題 は,題 材 の学習過程 にお いて 自己評価や相互評価,教 師によ る

評価が絶 えず組 み合 わ されて,取 り組 みをさ らに繰 り返 した り,修 正 した りしなが ら解決

に至 る。

次 の表 は,子 どもが振 り返 る場 の流れ である。 ここでの 自己評価 は,「 これで いいのか」

とい う自分 の小 さな振 り返 りか ら,教 師 が意図的 に振 り返 りを促 し活動 を 自己評価 させ る

ものまで含 まれ る。 同様 に,相 互評価 について も,活 動 の中で互 いに表現 の工夫 を見 た り,

意見 を出 し合 った りす るものか ら,活 動 として評価 し合 うものまで含 まれてい る。
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教師は絶えず児童の学習状況を把握 し,表 に示すように学習の流れの要所要所で状況に

応 じて児童に振 り返 りを促 し,自 らの学習の状況に気付 くようにする。

〈児童が振 り返 る場〉

①学習を始める前の自分の願いや

活用 したい力などの状況をっかむ。

② 自ら課題を もっ

③友達や教師の評価を受け,さ らに課題を明確にする。

④ ③で得た課題をもとに,自 分で課題に取 り組む。

(自 己評価 ・相互評価 ・教 師 による評価)

⑤課題 に向か って進 んで いるかを考 えなが ら取 り組むi。

⑥ 課題が解決 した時 に,課 題を もつ前の 自分 と比較ず る。
,

⑦ 友達や教師 に認 め られる ことによって,さ らに 自鞭)成 長 を事感す る。

⑧ 次 の課題へ の期待,他 へ の応用へ の意欲を持 っ。
v

〈事例〉

題材名 「音楽 とろ う読 で物語 を表現 しよ う」第5学 年

題材 の 目標 ・楽 曲の感 じや歌詞 の内容か ら情景を想像 し表現 を工夫 す ることがで きるよ

うにす る。

・お互 いのよい所 を認 め合 い協力 して音楽物語 をっ くる。

本時 のね らい ・友達 と協力 して表現 の工夫をす る。

学習内容

・情 景 を思 い浮 か べ て歌 う。

・前時までの学習を確かめ本時の課

題 を もっ。

学習活動

・ 「銀 河 鉄 道 の歌 」 を歌 う。

・グル ー プ の進 み具 合 い を確 認 し、

今 日の課 題 を 明確 にす る。

◇児童の評価(自 己評価 ・相互評価)

☆教師による評価

○方法

・グ ル ー プ で課 題 に取 り組 む。

今 日はこれをしよう

・歌詞 の イ メ ー ジに あ う音 をっ く っ

て 表 現 す る。

・お 互 い の 工夫 を鑑 賞 し話 し合 う。

☆ 表現 の 一[夫を して い る。

◇ 自分 の 課題 を も ったo

Oグ ル ー プ 表 を確 か あ る。

☆ そ れ ぞ れ の 工 夫 を 感 じ取 っ た り認

め 合 った り して い る。

友達に物語が伝わるように表現 しよう

・互 い に聴 き あ って感想 を述 べ合 う。

・次 の 学 習 へ の意 欲 を もっ
。

・自分たちの思いを発表に活かす。

・友達の工夫や物語を感 じ取るよう

に聴 く。

こんな工夫もあるんだな

・発表 した気 、ちや感想を開 く。
。次回の発表に向けての課題を確認

する。

☆臼分の工夫や思いを表現 している。,

☆よさを認めなが ら聴いている。

◇友達の演奏を聴 くことで自分の工

夫はどうだったのかふ りかえるよ

うにする。

○ね らいやそれぞれの課題にそって

発言するように助言する。

◇ 自分 を振 り返 り、 友 達 の よ い点 を

認 め る。

○ 挙 手 に よっ て確 認 す る。

☆ さ らに工 夫 しよ く した い と思 って

い る。
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② 評価規準 に児童 の言葉を

児童 に とって の評価 は自 らの学習状況 に気付 き,自 分 を見っ め直す きっか けとな り,そ の

後 の学 習や発 達 を促す とい う意義が ある。 そのために,児 童 が 自らを振 り返 る場 を設定 し,

考 え る時間を保障す る ことは前述の とお りであ る。

ここで は,児 童が 自 らの課題 に照 らして学習の状況 を振 り返 り,さ らに課題 の解決 を 目指

す ことがで きるよ うに したいと考 え,評 価規準 を児童 に分 か りやす く,イ メー ジ しやす い言

葉 をっ け加 え た。

〈例>

1題 材 「音色を感 じ取 。て合奏 しよう」第4学 年1

陣 材の目標i

騰 灘 欝畿1二:1∵　 l
lイ 楽器の音色の響きを感 じ取っている。i

lウ 他の楽器の音色を感 じ取 りなが ら自分のパー トを厳 できるi

蹴lll雛ll欝 劣繋 　 {
」 音の出 し方によ。て音色が違 うのカ4分かる.矯 ちのよい音が分かる。i

し 自分の担当 し燦 器の気持ちのよ暗 色が分かる.}

この例 のよ うに,児 童 が課題 を実現 してい る状況を,具 体的 にイメー ジ してお くことは,

教 師が児童 の学習状況 を見 てい く際に も,よ りていね いに見 ることがで き,個 々の児童 に も

適 時適 切な振 り返 りを促 した り,支 援 を した りす る ことがで きる。

この 「児童 にわか りやす い ことば」 を,4っ の観点すべてにわた って設 け ることも可能 で

あ るが,本 研究で は,児 童 の課題 に直接関係 のある観点 について設 け るよ うに した。

児童 の言葉 をっ くる観点

①何が どの程度 で きていればよいか が具体的で ある。

②児童 の気持 ちや感 じた ことを,イ メー ジして作成 す る。

③児童が理解 で きるや さ しい言葉 を使 う。

④児童 が課題 を解決 した様子 をイメー ジして作成す る。

(3)評 価 の実際

実際 の評価 においては,児 童 の 自己評価 を大切 にす ることが重要 であ る。 児童が,意 欲

を継続 して学 習に取 り組 むには,自 らの学習状況 を的確 に把握 し,そ れを肯定的 に受 け止

めてい ることが大切 であ る。 そのためには,ま ず的確 な評価規準を児童 に提 示 して お くこ

とであ る。 そ して教 師 は,児 童 の課題 の取組状況 と児童 の自己評価の状況を適切に とらえ,

児童 が課題 を解決 す るための支援 をす ることが必要で あ る。支援 に当た って は困難 な状況

を越 えた り,よ りよい ものを求 あた りす るための内容や方法 を提示す るよ うにす る。提示

す る内容や方法 は,児 童 が自分 の力 で取 り組 む ことがで きる内容 や ステ ップを示す ことが

大切で ある。

このよ うに児童 と教師 の評価 を適切 に関係付 けることによって,児 童 の評価観 が育 ち,

自分 に応 じた主体 的な学習 を進 あ ることがで きるよ うになる。
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学習 の流 れに沿 って,児 童 の振 り返 り,教 師の評価 を整理 す ると次 のよ うになる。

〈自己評価〉 学 習 の 流 れ

主

な

自

己

評

価

課題をもっ 課題に取 り組む 課題解決を実感する

○ 自分の学習状況を知 る

・今,自 分 には,ど ん な こ

とがで き るか

・自分 はどん な ことに興 味

を もってい るか

・自分が一番 した い ことは

何か

〉

・どこまでで きたか ・は じめ に表現 したい こと

・今,こ れで困 って いる 思 ったことが表 現 で きる

・どこでっまつ いたか よ うにな ったか

・これか ら何をすればよいか ・気 もちの いい感 じが っか

・楽 しさが分 か った めたか

・気持 ちのいい表現 の感 じ

が見 付か ったか

・もっと工夫 で きないか

教

師

の

配

慮

事

項

○課題が 目指 す もの を具 体

的 にイメー ジで き るよ う

にす る

○児童 が考 え る場(時 間や

スペースな ど)を 設定 す

る

・活動の様子 を十 分把 握 し

てか ら必要 な支援 をす る

・よさを見付 けほめ る

・何 とか したい とい う気持

ちを受 け止 め る

・学習前 の自分 との比較 を

促す

・考え た こと,気 付 いた こ

とを本人 の もの と して意

識付 け る

〉

・自己評価を肯定 的 に受 け

止 め られ るようにす る

・共 に味 わい喜ぶ

〈 自己評価〉 学 習 の 流 れ

課題をもっ 課題に取 り組む 課題解決を実感する

主
な

・友 だちの課題 を知 る こと ・友達の取 り組む様子 に気 ・友達 と取 り組みの成果を

相 により,一 人一 人課 題 が 付 き,友 達の よさを認 め 聴 き合 い,そ れぞ れの よ

互 異 な ることに気付 く た り,自 分の参 考 に した さに気付 き,違 いを認 め
評
価 りす る る

・自分 の特徴 に気付 く

・評価規準を参考に しなが ・ペ ア ,グ ル ー プ な ど児 童 〉

教 ら児童に投げかける言葉 の学習状況に適切な相互
師

を明確 に して お く 評価の対象を決めて聴 き
の

合 うよ うにす る
配 ・何を相互評価す るかを明 〉

慮
確に示す
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教

・課題 を もっため に児 童 と

共 に聴 いた り,一 緒 に演 ・日常か ら,誰 の意 見 も受
師

の 奏 した りす る け容れ た り,友 達 の よ さ

〉

配 を認 めた りで き るよ うに

慮 して お く

事 ・取組 の参考す るよ うに促

項 す

〈計 画 時〉 学 習 の 流 れ

教

師

に

よ

る

評

価

方

法

や

教

師

の

配

慮

事

項

題材の計画

・一 人 一 人 の実 態

を把握す る

・実 態 把 握 に 基 い

た 目標 を 設 定 す

る

・評 価 規 準 を っ く

る

・学 習内容 に関す

る学 習経 験 や 身

に付 けて い る内

容 につ いて の実

態を分析する

・一人 一人 の達 成

目標をつ くる
・児童 の学 習計 画

や今 まで の作 品

を参考にする

・評価 計 画 を立 て

る

課題をもたせる

・一 人 一 人 が 課 題

を もて た か ど う

か把握す る

課題に取り組ませる

・学 習 の 状 況 を 把

握 す る

・目標 が 実 現 す る

よ う支援す る

賞賛 ア ドバ イス

課題解決を実感させる

・一 人 一 人 の 解 決

の状 況 を把 握 す

る

・達 成 感 を 自覚 で

きるよ うにす る

・指 導 計 画 を 修 正 →一一一 一一一一一 一一→一一一一 →レ

す る

・発 言 の 機 会 を設

け た り,記 述 さ

せ た りす る

・教 師 が 判 断 し評

価 す る よ り も,

児 童 に 自分 で 感

じ取 つ た り考 え

た りす る こ と を

優先す る

・一一人 一 人 を よ く

観 察 し,個 に 応

じ る ア ドバ イ ス

を す る

・タ イ ミ ン グ を 計

る

・一 人 一 人 を 認 め

る こ とば か け や

記述 をす る

・取 り組 む 前 と比

較 し自覚 を う な

がす

・児 童 が 自 分 の 学 一一一一 一一一 一 〉

習 の取組 に気 付

く場を設ける
・課題 修正 の可 能

性を考えてお く 教 師 も心 か ら認

め、共に喜ぶ

なお,実 際 の場 で多 く活用 されている学 習 カー ドは,自 分 が活用 したい力,課 題 な どの意

識 化,学 習過程 の把握,自 己評価,相 互評 価等 いろいろな場面 に有効 であ るが,書 くことに

意識 が向 き過 ぎ,本 来 の活動 に支障 をきたす場合 もあ る。 発達 の段階 や実態学習 内容 に応 じ

た活用 が必要で あ る。 また,観 祭 は,教 師 による評価 の基本をなす ものであ る。児 童の課題

への取 り組 み状況 や児童 の表情やっぶや きな どを見逃 さないよ うにす ることが大切 であ る。
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資料1年 間学習計画 第4学 年

A市 立B小 学校4年 生の音楽

組 名前

音楽 となかよしになろう

3年 生 ・4年 生の音楽 の 目標

1)音 楽 となかよ くして生活 に生 かそ う。

2)メ ロデ ィー を大 切 に して,歌 った り楽 器

を演 奏 した り,リ ズム を つ くった り して楽

しも う。

3)音 楽 の美 しさを感 じられ るよ うになろ う
き

そ して,い ろ いろな音楽 を聴 こう。

学

期
月 年間学習予定

1

4 歌声広がれ

5

・友 だ ち と楽 し く歌 お う

・二 部 合 唱 に チ ャ レ ン ジ

6 ふ しの感 じを生かして

7

・歌 い方 を工 夫 しよ う

・い ろ い ろ な歌 い方 を しよ う

2

9 いい音えらんで

10

・音 色 の ち が い に気 付 こ う

・リ ズム に あ わ せ て
一

11 様子を思いうかべて

12

・拍 子 を感 じて歌 お う

・長調 と短調の ちがいを感 じ取 ろう

3

1 みんなであわせて
　

z

・二 っ のふ しを か さね よ う

・物語の様子に合 う音を工夫 しよう

3
明 る い声 で

・美 し く歌 お う

まんぞくできたら ◎をつけよう

4年 生のめあて
ふりかえった月日

/L///
① 然な(む りを しないで)声 で歌 う

② 音楽をきいて歌 う

③ 歌詞にあった歌 い方をする 七
④ が くふ(ハ 長調)を 見て歌う

⑤ 音楽に合わせて楽器をえんそうする 1
⑥ が くふ(ハ 長調)を みて楽器をえんそうする 1 il 一

⑦ いい音を楽器でだす =
⑧ リズム,は や さ,強 弱 を感 じとって体 を動かす

⑨ リズム,は やさ,強 弱を感 じとってえんそうする

⑩ いろいろな音を使 って リズムやふ しをつ くる }
⑪ 楽器の音や曲の変わり方を楽しんできく1

十
i

〈メ モ〉
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資料2年 間指導計画(第4学 年)

A表 現 B鑑 賞

(1) (2)(3) (4) (1)

(1)進 んで音 楽 にか かわ り, 範 るハ 夫歌 たを拍 無呼 を音 律音 音即 音 曲 聴音主 合 て楽

音楽活動への意欲を高 唱 こ長 す詞 り感 の 理吸 演色 をの の 興 符 想 く楽 な せ聴器

め,生 活の中で音楽経

験を生かせるようにす

る。

や

範
奏

を

と調

の
旋

律

るの
こ内
と容

に

す じ流
る取 れ
こ つや

と てフ

の及
なび

い発

声音

奏 に
す気

る を
こ付

つ組

く合
つせ

て を

響 的

き に
や音

そ を

床

箏

の
変
化
変

こ を旋

と特 律

徴 の

付 反

を くの

感 こ音
じと色

取'及

(2)旋 律に重点を置いた活
聴
い

を
視

ふ

さ

'レ

演1

での

歌仕

とけ
て

表 工

現 夫

の 選

組 ん
記
号

化

を

け復

てや

つまび

て た人
教

動を通して,基礎的な表 て 唱 わ 奏ズ う方 、 す し 合 で 感 い変 聴'の 主な学習活動

現の能力を伸ばし音楽 演 し し し' こ に 旋 る' せ 表 じ る化 〈そ声 材
表現の楽しさを感じ取る 奏 た い た強 と気 律 こ簡 を 現 取 要 ㌧これ の

ようにす る。 す り 表 り弱 を 楽 と単 楽 し つ 素副 とら特

(3)音 楽の美しさを感じ取っ
る

こ
視
奏

現
の

身や
体速

付

け

器
及

な

リ

し'

む い

て

聴

に次

気的

の徴

音 に
て聴き,様 々な音楽に親 と し 仕 表度 て ぴ ズ こ ろ 〈 をな や気

しむようにす る。 た 方 現 の 自 打 ム とい こ 付旋 声を
り を を変 然 楽 や ろ と け律 の付

す 工 し化 で 器 旋 な て' 組け

嚇 題材 ア イ ア イ ア イ ア イ ア イ ウ

様
子
を
思

友だちと楽しく歌おう

(6)

O 0 0 0 川::障

・友達と一緒に斉唱や

合唱をする楽しさを味
わう。

・さくらさくら

・いろん な木の 実

・おは よう太陽

1

い

浮
か
べ

て

二部合唱に
チャレンジ

0 0 0 0

・旋律を階名で視唱し

たり、簡単な二部合唱
に親しむ。

・この 山光 る

・トトトの歌

(6)
学

期
ふ

し
の

感

歌 い方を工 夫 しよう

(7)

0 0 0 0 0

・旋律 の 気分 を感 じ

取って、想 像 豊か に

歌った り演 奏 した りす

る。

・エーデ ルワイス

・fサウン ド・オブ ・

ミュー ジック」メド

レー

じ

を いろいろな歌い方を ・レガー トやスッタカー

生

か
しよう

0 0 0 J トなどの旋律の特徴
に気付き、表現の仕

・まきば の朝

・アマリリス
し

て
(6) 方を工 夫す る。

1

い

い

音
選

音色のちがいに

気付こう

(8)

0 0 0 0 0 0

・音の特徴やその違

いを感じ取って奏法

や表現を工夫する。

・パ フ

・ヨツト

・オ ー ラ リー

・白 鳥

2

ん

で
リズムにあわせて

0 0 0

・旋律の特徴や音色

の違いを感じ取って、

聴いたり身体表現を

・おどりのすきなウ
00

ンハツハ
・ノルウェー 舞曲

(s) 工 夫したりす る。

学

期
様
子
を

ひょうしを感じて
歌おう

0 0 0 0
23
44

・楽曲の気分を感じ

取って、想像豊かに

聴いたり表現したりす

・もみ じ

・お どろう楽 しい

ポ ーレチケ

思
い (6)

る 。
・学 芸 会の歌

浮 長調や短調のちが ・互いの声や音を聴き ・まいこのこひ つじ

か
べ

て

いを感 じ取 ろう

(s>

O O #q 0
ながら合唱や合奏を
したり、長調と短調の

違いを感じ取る。

・走 れ シベリア鉄 道

・メヌエット

・小 さな物語

み
ん

な

で
あ

2つ のふ しを

重 ね よう

(s)

0 0 0
}

(
タイ

0

・楽器の音や声の重

なりを感じ取りながら
友達と合わせる楽しさ

を味わう。

・茶 色 の小 びん

・喜 びの 歌

・ホル ン協 奏 曲

3 わ 物語の様子に合う音
せ を ・物語にあった音や音 ・つるの おん返 し

学 て 工夫しよう 0 0 0 楽を考えて想像豊か ・きょうりゅうと

に表 現す る。 チャチャチ ヤ

期 (8)
明

る

い

声
で

楽 しく歌 おう

(5)

0 0 0 0

・歌詞の内容を理解し

曲想を感じ取り工夫し

て歌う。
・発声や呼吸の仕方

に気を付けて歌う

・プパポ

・おBさ まにジヤンプ

・国 歌 「君 が代 」
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lV研 究 の成果 と今後 の課題

1研 究 の成果

児童 自 らが課題 の解決 に向か って主体的 に取 り組 み,そ の実現 を実感 す るとともに,さ ら

に新 しい課題 を求 あて学習を深 あ られ るよ うになることを願 って研究 を進 めて きた。 本研究

はまだ途上 であ り,こ れか らの実践 によ って,よ り具体 的に成果 を もとめたいと考えている。

1年 間の研究で確 認 したことを次 のよ うにまとめた。

(1?常 に児童の側 に立っ こと

今 まで も児童主 体で とい うことを考 えて計画を立てた り,実 践 したりしていたっ もりであっ

たが,改 あて 「何 のたあの活動 か」「本 当に児 童 はそ うしたい と思 って い るの か」 と教 師 自

身が指導 を振 り返 る ことが大切 であ ることを確認 した。 そ して,「 この よ うな とき,児 童 は

ど う考 えるだろ うか」「この方法 で児童 は活動 で きるだろ うか」 と常 に児 童 の気持 ちや考 え

を引 き出す立場で学習計画 を立て,授 業 を進 める ことが大切 であ る。

② 児童 自 らが振 り返 り,成 果 を実 感す るためにで きる こと

学んだ ことが自分 の ものにな った と児童 が実感す るたあに,児 童が 自 ら課題 を もち創意工

夫 を重ね課題 を解決す る活動の流 れ において,教 師が行 う工夫 はどのよ うにあ るべ きかを追

究 し,次 の3点 にまとめた。

ア 児童が 自 ら課題を もつ よ うにす るために,教 師 は題材 の 目標 を明確 に し,話 す,演 ず る,

聴 くなど教師 の具体的意図的な言葉 かけや動 きを通 して,音 楽的な美 しさや表現 の楽 しさ

を児童 と一緒 に感 じ取 るとともに,児 童 が感 じ取 ったた ことを引 き出 し実感 させ ることが

大切で ある。

イ 児童が集団 の中で 自分 を生か しなが ら,友 達 のよいところに気付 き,刺 激 を受 け合 い,

自分の学習 を深めて い くために,そ れぞれの学習形態のよ さを十分 に把握 し,計 画的 に取

り入れ るよ うにす る ことが大切 であ る。

ウ 児童が 自 らの学 習 を振 り返 る場 を意図的 に設定 し,児 童が課題 の取 り組 みの状況 に気付

き,さ らに意欲を もって取 り組 み続 けることがで きるようにす ることが大切 であ る。

2今 後の課題

「児童一人一人 に課題を もたせ ること」「児童一人一人 の課題 を教師が見極め ること」 は,

研究 を進 めて い く中で,予 想 を進 かに超 え る難 しさがあ った。児童一人一人 が充実感 を もっ

よ うにす るために,研 究で確認 した ことを 日々の授業 の中で実践 す ることが課題で ある。

今後 は,実 践 を通 した研究を重 ねていか なけれ ばな らない。 さ らに,十 分 に学習内容 や教

材 を分析 し,児 童 にあ った適切な学習内容 とその実現のための教材 を選択 で きるよ うに して

い きたい。

これ らの実践 を進 める基本 は,教 師の児童一人一人のあ りの ままの姿 を受 け止 め深 く見極

めて い く力で あ る。今後 も児童を深 く理解 し,山 積 して いる課題 の解決 に向けて,一 歩一歩

進ん でい きたい。
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